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③当該船員が役職上担う
役割には属さないが、上
長の命令がある作業

〈例〉上長の命令により、専ら他の
船員のために行う調理 等

⑤当該船員が役職上担う
役割に属さず、上長の命
令もない作業

〈例〉自己研鑽のために行う、職務
に関連した学習 等

④当該船員が役職上担う役割に属
するが、上長の従事禁止命令が
ある作業
〈例〉労働時間超過を理由に機関長に禁
止された時間外の不要不急な機関
保守 等

（上長の命令（※1）による）

「義務付け」あり

（上長の命令（※1）による）

「義務付け」なし

※２ 個別具体的な事案に則した評価・判断が必要※１ 「命令」には、黙示の命令も含む。
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①当該船員が役職上担う役割に属
し、上長の明示の命令がある作業

〈例〉総員配置命令に基づく入出港作業等

②当該船員が役職上担う役割に属
するが、上長の明示の命令がな
い（黙示の命令がある）作業
〈例〉航海当直の交代作業 等
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